
環境 コンプライアンス・リスク管理

● 長野市産廃処分業許可
● 本社第 3 工場の積替保管品目
● 印紙の取り扱い
● 電子マニフェスト（排出者の操作等）
● 廃棄物処理業の許可内容
● 職場における LGBTQ

● PCB 特別措置法
● 水銀使用製品産業廃棄物・石綿含有
　 廃棄物等の注意点
● 再資源化事業等高度化法
● 本社第 3 工場許可内容他
● 資源循環と SDGs の取り組み
● 介護休業制度について

2024年度に実施した遵法勉強会の内容

 2024年度において、行政処分及び行政指導はありませんでした。 「廃棄物の処理及び清掃に関する法律」を遵守するため、設備の点検記録
やマニフェストの保管管理など、社内独自のルールを整備しています。また、内部監査制度を活用し、違反を未然に防止するための対策を講
じています。

遵法報告

コンプライアンスマニュアルは、社員が倫理観を持ち、企業理念に基づいて行動するための指針を提供するものです。このマニュアルには、
法令遵守や企業倫理に関する基本的な方針、具体的な行動規範が記載されています。社員一人ひとりが公正で誠実な行動を実践し、企業価
値や社会的信用の向上に貢献できるようサポートします。また、マニュアルは定期的に見直し、最新の法令や社会的要求に適応するよう更新
されます。

コンプライアンスマニュアル

廃棄物処理業者として、社員が廃棄物に関する法律を理解することは不可欠です。 そのため、知識向上を目的に、コンプライアンス担当が主
催する「遵法勉強会」を毎月開催しています。 勉強会の動画データは専用サイトで公開し、社員が繰り返し視聴できる環境を整えています。 ま
た、必要に応じて外部研修を受講し、専門的な知識を習得すると共に、社内勉強会を通じて周知徹底を図っています。 さらに、社外取締役（弁
護士）による勉強会も定期的に開催し、法的知識の向上を推進しています。

廃棄物の知識を深める

法律違反や不正行為などのコンプライアンス問題が発生、またはそ
の可能性を感じた社員が、社外の専用窓口へ直接通報できる仕組
みです。 会社や社員による法令違反やその兆候、ハラスメントの被
害・目撃など、社内で報告しにくい事案も安心して通報できます。

コンプラ HOT LINE
毎日、朝礼でコンプライアンス行動指針を読み上げ、社員の遵法意識
の向上に努めています。 

コンプライアンス行動指針

法令遵守や業務の適正化を目的として、定期的に内部監査を実施しています。 各部門の業務が社内規程や関連法令に基づいて適切に行われ
ているかを確認し、不正やリスクの防止、業務の効率化を図ります。 監査で指摘された事項については速やかに改善を行い、より透明性の高
い企業運営を推進しています。

内部監査

客観的かつ専門的な視点から企業運営の透明性と適正性を確保するため、外部機関による監査を定期的に実施しています。
外部監査では、企業のガバナンスやリスク管理体制、コンプライアンスの実効性などを総合的に評価し、第三者の立場から改善点を指摘・助
言いただくことで、経営の健全性を高めています。
監査結果については、経営層及び関係部門と共有し、外部の知見を活かしながら組織全体の継続的な改善に取り組んでいます。今後も外部
監査を活用し、社会的責任を果たしながら、より信頼される企業運営を目指してまいります。

外部監査

環境方針
基本理念

当社は循環型社会の担い手として“安全はすべてに優先する”“美と心地よさを残す”の企業理念に
基づき、人間の社会活動と地球環境の保全との調和に貢献することを目指すとともに、自らが及ぼ
す環境への負荷を軽減し、もって地域住民との協調を図ります。

❶ お客様の環境負荷低減の為にあらゆる廃棄物の再資源化に取り組み、循環型社会の形成に寄与します。
❷ 省資源・省エネルギーを推進します。
❸ 大気汚染、水質汚濁、騒音、振動等の環境に与える影響を低減し、環境汚染の防止を図ります。
❹ 花と緑に囲まれた工場を創造・維持し、地域環境との調和を図ります。

当社の事業活動が環境に与える影響を考慮し次の項目を重点事項として取り組みます。

基本方針 ❶ 経営理念を具現化する為に、社員への遵法・環境教育を充実させ、教育内容の周知徹底及び浸透を図る 
❷ 廃棄物処理法違反を起こさない 

１．運転の効率化

環境保全に貢献するため、ISO14001の登録認証を受け、 環境マネジメントシステム
に取り組んでいます。 
事業活動の目標達成がISOの目標と連動する仕組みの中で、エネルギーの効率的運
用、廃棄物の再資源化、 CO₂排出量の削減に取り組んでいます。 

当社は第一種フロン類充填回収許可業者として、フロンガスの適正な回収を
徹底しています。廃冷蔵庫、エアコン、自動販売機などからフロンガスを確
実に回収し、法令に基づき適切な処理を行っています。これにより、温暖化
防止やオゾン層の保護に貢献し、環境への負荷を最小限に抑えると共に、持
続可能な社会の実現を目指しています。

環境マネジメントシステム

GPS機能により、運転ルートや速度、走行時間をリアルタイムで把握でき、無駄なアイドリングや非効率なルート選択を減少させることがで
きます。これにより燃料消費が抑えられ、CO₂排出量が削減されます。

２．エコ運転の促進
ドライブレコーダーには急加速、急ブレーキ、過剰なアイドリングといった危険運転を警告する機能を搭載しており、これによりドライバーが
エコ運転を意識しやすくなります。エコ運転を実践することで、燃費が向上し、結果としてCO₂の排出量が減少します。

３．運転データの分析
GPS付ドライブレコーダーで収集した運転データを分析し、運転行動を改善することができます。例えば、運転の無駄を見つけて指導を行う
ことで、全体的な燃料消費量を削減し、CO₂排出量の低減に繋がります。

GPS付ドライブレコーダーによるCO2削減効果

フロン類の回収実績

本社第2工場の屋根に太陽光発電パネル270枚を設置し、地球環境に配慮した負荷の少ないクリーンエ
ネルギーの普及・啓発活動を行っています。

太陽光発電システム

本社・本社工場
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フロン排出抑制法に基づき、
引き取りを実施した状況は次のとおりです。

フロン類（引取量） 1,014.84kg

発電量（kwh）

15 16

キョウヨリ ヨイミライへ


